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裏磐梯の紅葉

唇
裂
回
蓋
裂
セ
ン
タ
ー
と
は

唇
裂

回
蓋
裂
は
上
唇
か
ら
歯
肉
、

上
顎
に
裂
が
見
ら
れ
、

ミ
ル
ク
が
飲

み
に
く
か

っ
た
り
、

食

べ
物
が
上
手
に
咬
め
な
か

っ
た
り
、

言
葉
が
は

っ

き
り
し
な
か

っ
た
り
と
色

々
な
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

日
本
人
で
は
四
〇

①
人
～
五
Ｏ
①
人
に

一
人
の
割
合
で
出
生
し
ま
す

の
で
決
し
て
少
な
く
な

い
生
ま
れ

つ
き
の
病
気
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、

よ
り
集
学
的
な
治
療
を

目
指
す
た
め
平
成
四
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
に
当
疾
患

の
正
し

い
知
識
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
社
会
生
活
を
円
滑
に
送
れ
る
よ
う

生
後
間
も
な
い
頃
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
長
期
間
に
わ
た
リ
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

主
に
手
術
を
担
当
す
る
形
成
外
科
。

奥
羽
大
学
歯
学
部
矯
正
科
と
連
携

し
、

よ
り
高
度
な
治
療
で
歯
並
び

の
改
善
に
あ
た
る
歯
科
。

回
腔
衛
生
指

導
に
あ
た
る
歯
科
衛
生
士
。

全
身
管
理
を
行
う
小
児
科
。

併
発
し
や
す
い

中
耳
炎
や
副
鼻
腔
炎

の
治
療
に
あ
た
る
耳
鼻
咽
喉
科
。

手
術
後

の
食
事
や

成
長
に
合
わ
せ
た
栄
養
管
理
を
行
う
栄
養
士
。

ご
家
族
や
本
人
の
心
理
面

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
臨
床
心
理
士
。

言
葉

の
発
達
と
発
音

の
評
価
、

訓
練
に

あ
た
る
言
語
聴
覚
士
。

医
療
費
に
関
す
る
様
々
な
制
度

の
活
用
や
生
活
上

の
不
安
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
。

入
院
中

の
手
当

て
や
世
話
に
あ
た
る
看
護
師
な
ど
多
く
の
ス
タ

ッ
フ
に
よ
リ
チ
ー
ム
医
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、

家
族
同
士
が
交
流
を
深
め
情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
、

親

の

会
で
あ
る

「や
ま
び

こ
会
」
が
組
織
さ
れ
、

毎
年
十

二
月
に
太
田
熱
海
病
院

に
隣
接
す
る
緑
風
苑
で
講
演
会
並
び
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
疾
患

の
治
療
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

患
者
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
が
人
生
を
健
や
か
に
送
れ
る
よ
う
精
神
的
、

社
会
的
サ
ポ
ー
ト

を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
か
困
り
事
が
あ
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。



予防援種(ワクチン)について

小児科医師 界Ji他 橿予;太員再

今年もインフルエンザワクチンの接種時期

になりました。去年の新型インフルエンザ騒

動がきっかけで、ワクチンに関心を持たれた

方もいらっしゃるかと思います。今回は予防

接種についてのお話です。

欧米に比べ、 日 本はワクチン後進国といわ

れています。まだ、疾患を予防するという概

念が定着していないのかもしれません。子ど

もの母子手帳には、ワクチンの接種歴を記載

するベージが用意され、生後まもなくから種々

のワクチンが行われています。

ワクチンの目的は個人の疾病予防ですが、

接種率が増加すれば我が国全体の疾病予防に

つながるという意識が重要です。実際にイン

フルエンザの集団接種を小学校で行っていた

時期は、インフルエンザによる高齢者の死亡

率が減少していたという報告があります。

我が国では定期接種と任意接種の2つ の接

種方法が用意されています (表)。定期接種

は地方自治体が管轄し、接種対象者には自治

体から問診票が送付されてきます。一方、任

意接種は個人の希望で接種をするため、どの

ような種類のワクチンがあるか、接種時期は

いつかなどを知っておく必要があります。

ワクチンの対象疾患は、いずれも小児期に

罹患した場合に重篤な症状を引き起こす可能

性のあるものばかりです。子どもの状況が許

す限り、接種可能時期に行っておくことが望

ましいです。特に、乳児期から集団生活を開

始する子どもには、任意接種を含め積極的に

行っておいたほうがよいと思います。

ここ数年ワクチンの種類が急増し、 日 本脳

炎ワクチンの再開、新型インフルエンザの問

題など、ワクチンが複雑でわかりにくいもの

になっています。ポリオ以外のワクチンは、

小児科外来で接種が可能です (表*印 以外)。

ワクチンの対象疾患、接種対象者、接種時期、

接種間隔、その他の注意事

項など、お気軽に小児科外

来にご相談ください。

BCG

ポリオ
*

3種混合(DPT)

2種混合(DT)

MR(麻疹風疹)

日本脳炎

インフルエンザ

水痘

ムンプス (おた応、く)
Hib(インフルエンザ菌)b型

肺炎球菌

子宮頚癌

A型 肝炎
*、

B型肝炎
*、

狂犬病
*

注)′J 児ヽ科外来 :月 ・金曜日 午 前9時～ 11時半
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手僕たちぼ関嵐tブレゼント
「オペレーションスマイルJ秘 潜弱

昨年の 11月 4日 から11日 間、Operation

Smlle(OS)と いう唇裂口蓋裂の患者さんを

中心に手術を行 う国際医療ボランティア活動

へ日本から初めて参加してきました。OSは に5

分で一生の笑顔 を」をキ ャッチフレーズに

1982年 に設立された米国のボランティア団

体です。今回はベ トナムでの活動 20周 年に

あたっていたため、ベ トナム全土で約 900人

の患者さんたちを一気に手術するという大掛

かりなものでした。私の参加したハイフォン (町

の名前)チ ームはベ トナム、アイルラン ド、

コロンビア、米国、フィリピン、そ して 日本

か らの混成テームで、各国のスペシャリス ト

たちが流れるようなテーム医療を実践してい

ました。スタッフはリピーターの方が多 く、

手術をはじめ、発展途上国でのOSの 流儀を

徹底的に見せてくださいました。第 1に安全、

第 2に 早く手術を終えること。これが最も大

事な要素でした。もちろん最良の結果を残す

努力をするのは言うまでもありませんが、限

られた時間、スタッフ、場所、材料で出来る

だけ多くの患者さんの手術を行わなければな

らないのです。私たちは最終的にスクリーニ

ングで選ばれた 137人 の患者さんを4台 の手

術台で 5日 間という期間で手術をしました (こ

れは驚異的な数です)。その患者さんたちは

術後、殆ど会うこともなく退院していきました。

数百キロはなれたところから来ている患者さ

手術場で。たくさんのポランティアやベ トナム人の
医療関係者の方たちに囲まれて手術を行ってきました。

‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ H‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ん も多 く、再 び医療

機関を訪れ るチ ャン

スがあるので しょう

か ?

戦後 30数 年が経ち、

ベ トナムの経済は発

展 してきて いるもの

の医師の数は少なく、

特 に形成外科医はま

だ数えるほどしかいないそうです。今回のボ

ランティアに参加して 日本の医療事情のよさ

を再認識するとともに今後、世界中で行われ

ているこのボランティア活動をもっと良いも

のにしていく手助けが出来ればと考えています。
一方、テーム医療の在 り方 ・安全面への対処

など学ぶ面も多 く、今後の診療に生かしてい

きたいと考えています。非常に忙しかったけ

れど有意義な時間を経験でき、エネルギーを

たくさん蓄えて帰ってくることができました。

】車

プレイルームにて。
手術を待機してい

る患者さん親子と
遊ぶ各国から来た
ボランティアスタッ
フたち。

iと車革

スクリーニングに
集まった患者さん
たち。 2日 間で約
200人の患者さん
が集まりました。

形成外科医師たちとコーディネーターの方。
専任のコーディネーターがたくさんいました。

向かって左側前列が小川です。
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法 穐1母
大田熱海病院形成外科部長

小川 智 子

ナ
"
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萩姫の全快に感謝した雪枝がこの地
に不動明王の分霊を祀り、庵を結ん
で一生を送ったといわれています。
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帳 附神 社

熱海 トンネル

熱海行政センター

熱海公民館

錦星湯 ●
熱海商工会●

日

□

●郡山スケー ト場
●郡山総合スポーツ施設
●野球場 ・サッカー場

w     口 o     こ コ

●高玉金山

至

W甘
     智

京の都に住む紅姫は是之

という位の高い男と結ば

れ、皇子もでき、幸せだ

ったが、ある日、皇子が

乳房を噛んだことが元で

病に伏 した姫は亡くなっ

てしまった。怒 り狂った

是之は 「皇子を都から数

えて五百番目の川の外に

捨てて来い」と家来に命

じた。家来たちは仕方な

く夜中に皇子を連れ出し

た。家来たちは、五百番

目の川があまりにも小さ

かつたので、一本前を五

百番目とし、そこに留ま

つた。そこで命を落とし

た皇子のためにその地に

八つの神社を築き 「帳附

神社」と名付けた。

」

C

T

帳附神社
0
日

旅館美田
郵便局

と 湯元元湯    ・

/  ●」端屋
●足湯

プ`      十 日R4 9

D費 積疎水  五 百サ||
可神社

●八景園

0大 峯不動尊
0

不動滝

ン

至
本
宮

至
郡
山

Ｏ
Ａ

山君宿のぱん

●
―
―

か

10

1 大峯

1不動尊

山石筵応、れあい牧場

磐梯熱海|.C

「五百川物語」より

0

不動滝

写真提供  磐 梯熱海温泉観光協会様



熱海病院近辺 の
～磐梯熱海可逆
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至
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至猪苗代磐梯
高原|.q縄

騨鞭r           i解
服帥 |

中山峠 至猪
F代  日 ● 大 山祇神社

1 宝 の湯

蓬山遊歩道

1騨畔岬

熱海バイバス

揚泉神相
0
日

足
栄  湯
楽 → ●

館  .

きらくギ

も
ロ  V

●

金蘭荘
花山 ヽ【

主神大山祇命は山岳の

守護神、即ち水源、水
利金石の神であります。

昔の生活は山と切 りは
な しては、な りたたな
いことから山を支配す
るキ申伊井諾命の子を祀っ
たと示されている。
一生に一度の願いが叶
うご利益あらたかな神

社です。

●

大山紙神社

0

源泉神社

大山祇 ・穴守稲荷両神社を

司祭、大 山祇神社 と穴守稲

荷はそれぞれ瀬戸内、羽田

よ り分神。温泉祈願謝恩か

ら源泉神社 を祭祀 します。

願い事が叶う !と噂の神社 ?

ちzr、ハ_m温 泉律訂(＼   1月の庭蠣イレブンOD▲業衡署 ■`1く
、卜1′|

至
会
津

中

山
ト
ン
ネ
ル

磐
梯
向
滝

研
識
二
ヽ既 暫 ノ・ギ
与/｀ 旅籠松柏

深沢の名水処 同
・
清稜山倶楽部

0｀
源泉神社

車

湯泉権現が以 前

の名称で、三嶋

明神 と共 に伊豆

地方の神 々 こ

れ も鎌倉時代 に

温泉の開発があ

つたという証拠。

萩姫 まつ りには

萩姫の舞 を見 る
ことができる。

丸守発電所

0

安漬疎水神社

1879年 (明治 12年 )に 五百川架樋の

工事成功祈願のため奉祀せ られ、安積

疏水の守護神として今 日に至。



私
た
ち
は
、

患
者
様
や
来
院
さ
れ
た

皆
様
方
が
安
心
し
て
駐
車
場
を
ご
利
用

で
き
る
よ
う
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
は
第

一
駐
車
場
の
他
、

六
ケ

所
に
総
数

一
五
〇
台
分
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

お
体
の
不
自
由
な
方

に
は
専
用
の
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

た
だ
、

駐
車
場
が
満
車
と
な
り
、

ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、

係
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

で
き
る
限
り
対
処
致
し
ま
す
。

そ
の
他
、

駐
車
場
ご
利
用
に
つ
い
て
、

ご
要
望
や
困
り
ご
と
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、

お
気
軽
に
係
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、

皆
様
が
快
く
駐
車
場

を
ご
利
用
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

１
．

ラ
イ
ト
の
消
し
忘
れ
Ｈ

２
．

キ
ー
を
車
内
に
入
れ
た
ま
ま
ロ
ッ
ク
を
し
な
い
叫

３
．

窓
の
開
め
忘
れ
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
忘
れ
Ｈ

４
．

駐
車
は
所
定
の
位
置
へ
出

５
，

健
常
者
は
身
障
者
用
へ
駐
車
し
な
い
叫

駐車場の

御案内 H

警 備 係

地下駐車場利用可能時間

AM7:00～ PM8:00

武 ギ雨ふ 竹j△竹,べ竹ソt村全 (れヽら (村Z酵 蕊fc【,シ免 ぶ 巡 ち ,練 ゎぶ ぃぶ ゎ お祭 〔村ゑ 〔串祭 ぐ,こ拡

ありつづける医療と福祉をめざします。

私たちは次の理念、基本方針、患者の権利を尊重し地域とともに

生命の尊厳を基本理念とし、地域住民の健康保持及び福祉増進に
寄与することを自らの使命とします

科学的根拠に基づいた良質な医療と介護を提
供します。

患者様の権利を尊重し、安全と安心を確保す
るために医療体制と療養環境の整備に努め
ます。

地域に根ざしたプライマリーケアと救急医療
を行ないます。

高齢者 ・障害者 ・神経難病等の患者様に対し
て高度なリハビリテーション ・在宅医療 ・

看護 ・福祉を含む総合的なサービスを行な
います。

生活習慣病の予防、疾病の早期発見、健康増
進を図るために予防医学センターを運営い
たします。

私たちは、患者さんの人格を尊重し、基本的
人権を守り、プライバシーを守ることに最大
限の努力いたします。

私たちは、最善の医療を平等に受ける患者さ
んの権利を尊重します。

私たちは、愚者さんがご自身の病気について
全てを知る権利を尊重します。

私たちは、診療の結果について、患者さんが

他の医師等の意見を求める権利及び患者さん
が病院 (医療機関)を 選択しL変 更する権利
を尊重します。
私たちは、私たちの使命を自覚し、職階をこ

えた良い人間関係の中で最善の医療チームを

作 り、常に国際的な視野に立つ専門知識や技
術の向上に努め、最高の医療を提供できるよ
う努力いたします。

担匹1、

五 、

し
rりW膨〃ttp や:)かW位)W｀
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水虫とはどんな病気ですか ?

白癖菌というカビの仲間が皮膚に寄生し

ておこる感染症です。患者は日本人の 10人

に 1人 とも言われています。足や爪からは

がれ落ちた菌が、バスマットやスリッパ、

床などにばらまかれ、家族がうつる事もあ

ります。足だけでなく、皮膚ならどこにでも、

例えば頭髪 (シラクモ)、陰部 (インキンタ

ムシ)、手、爪、体 (タムシ、ゼニタムシ)

にも寄生します。また水虫と似た症状がで

る病気にかぶれ、汗による水ぶくれ (汗疱)

などがあり、症状だけで見分けるのは困難

ですので、自己判断せず一度皮膚科を受診

してみてください。

回

■ 外用薬や内服薬 (定期的な血液検査が必要)で 治療

します。どちらも根気よく治療が必要で完治するには

時間がかかります。「治った」と自己判断したり、通院

を辞めてしまって再発を繰り返さないようにしましょう。

治療はどうするのですか ?

「ホれターlB画口について」

臨床検査郡

渡 辺 美 津江

ホ
ル
タ
ー
心
電
図
と
は
、

携
帯
用
心
電
計
で

一
日
の
心

電
図
を
連
続
し
て
記
録
し
、

解
析
す
る
検
査
で
す
。

通
常
の
心
電
図
の
検
査
時
間
は
数
十
秒
程
で
、

そ
の
時

の
変
化
し
か
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

長
時
間
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
整
脈

や
狭
心
症
な
ど
の
発
作
時
の
心
電
図
が
記
録
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
な
り
、

多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

検
査
の
目
的
は
、

動
悸
や
息
切
れ
、

失
神
、

め
ま
い
、

胸
痛
、

徐
脈
な
ど
の
原
因
や
治
療
効
果
の
判
定
、

さ
ら
に

ベ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
評
価
を
行
う
こ
と
で
す
。

機
械
装
着
時
は
、

普
段
通
り
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

た
だ
し
、

入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
、

電
気
毛
布
な
ど

は
機
械
の
故
障
や
記
録
不
良
の
原
因
と
な
る
た
め
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

昔
の
機
械
は

「弁
当
箱
」

き
く
重
い
も
の
で
し
た
が
、

い
ぶ
軽
量
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

検
査
に
対
し
て
不
明
な
点
、

不
安
な

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
検
査
担

当
者
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

な
ど
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
大

現
在
は
だ



「若 さ あ ふ れ る 理 学 療 法 科 」
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私
た
ち
理
学
療
法
科
は
、　

一
般
病
床
、

回
復
期
病
床
、

亜
急
性
期
病
床
、

訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、

ス
タ

ッ
フ
数

２９
名

で
幅

広
く
業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

当
理
学
療
法
科
の
特
徴
は
、

常
に
在
宅

を
見
据
え
、

次
に
繋
が
る
理
学
療

法
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

入
院
中
は
退
院
先
の
環

境
に
適
応
で
き
る
能
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

様
々

な
視
点
か
ら
、

患
者
さ
ん
が
安
心

・

安
楽
に
社
会

の
中

で
生
活
で
き

る
よ
う
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

患
者

さ
ん
は
退
院
を
ゴ
ー
ル
と
し
て

考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
退
院

後
に
活
動
量
が
減
り
、

足
腰
が
弱

く
な
り
、

転
ん
で
再
入
院
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ

う
な
悪
循
環
を
引
き
起

こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

訪
問
リ

ハ
ビ
リ
や
通
所
リ

ハ
ビ
リ
の
利

用
と
い
っ
た
、

介
護
保
険
に
移
行

し
て
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
の
検
討

な
ど
、

次
の
生
活
を
患
者
さ
ん
と

一
緒

に
考
え
な
が
ら
支
援
し
て

い
ま
す
。
『退
院
』
と
は

『
そ
こ

か
ら
再
ス
タ
ー
ト
』
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
を
主

体
と
し
て
、

ご
家
族
、

そ
し
て
地

域

の
多
く

の
方

々
の
協
力
が
必

要
で
す
。

そ
の
第

一
歩
を
踏
み
出

す
お
手
伝

い
を
さ
さ
や
か
な
が

ら
で
き
れ
ば
と
日
々
考
え
、

笑
顔

と
若
さ
で
仕
事
に
励
ん
で
い
る

私
た
ち
理
学
療
法
士
で
す
。

理
学
療
法
科
　
　
鈴
木
　
雄
士

）

"… … … … ・【芋 粟 ご は ん 】・… … … … "

秋も深まりさつま芋や栗がお

いしい季節になりました。

さつま芋は、貯蔵されて水分が

少なくなる 1月 ～ 3月 頃にも味

が良くなるといわれています。

また、栗は 2週 間程冷蔵保存す

ると、でんぷんが糖にかわ り甘

さが 2倍 以上アップしおいしさ

が増 します。

今回は、旬のさつま芋と栗を

使った芋栗ごはんを紹介致します。

。さつま芋…・・"""""90g

(小1本)

●栗(冷凍栗でも良い)・…・90g

(9粒程度)

。米…………………………1.5合

●餅 米 ……"… "… ……0.5合

●炊飯用の水………………350cc

●酒""""""""・ ・"大 さじ1

●ごま塩・・・・………………適 量

①さつま芋はよく洗って皮をむき、
lcmの 角切りにする。栗は皮
をむき、大きい場合は半分に

切る。
どちらも水をはったボウルに
つけてあく抜きをする。(30分

程度)

②炊飯30分 前に、米 ・餅米を合
わせ、水で洗いザルにあげて

おく。

③炊飯器に②の米、分量の水、

水気を切ったさつま芋と栗を

入れ、酒を加えて炊く。

④炊き上がったらさつま芋がく

ずれないようにさっくりと上

下を返すように混ぜる。

⑤器に盛り、ごま塩を振りかける。

今
年
の
夏
は
猛

暑
が
続
き
熱
中
症

で
病
院
を
訪
れ
た

方
も
多
か

っ
た
よ

う
で
す
。

全
国
で

は
二
〇
〇
名
以
上

が
熱
中
症
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
と
の

報
道
が
あ
り
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

し
か
し

九
月
半
ば
に
な
る
と
涼
し
い
ど
こ
ろ
か
寒

い
日
が
何
日
か
あ
り
異
常
気
象
が
続
い
て

い
ま
す
。

例
年
の
よ
う
に
お
だ
や
か
な
秋

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
異
常
気
象
の
中
、

体
調
を
く
ず
さ
な
い

よ

う

自

己

管

理

を

し

っ
か

り

行

な

っ
て

い

き

た

い

と
考

え

て

い

ま
す
。（遠

藤
洋
子
）

理 学 療 法 科

エネルギー 34  0 k c創

たんぱく質  5 . 6 g
塩     分   0 . 5 g

〈栄養部〉


